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傍聴の可否 可  ・  一部不可  ・  不可  

傍 聴 者 数  ０人  

傍聴不可等  

の 理 由 等  

小金井市地域公共交通会議設置要綱第５条第８項の規程によ

る。  

 

 

 

会 議 次 第  

１  あいさつ  

    小金井市長  稲葉  孝彦  
 
２  報告事項  

 

３  議題  

 ⑴  ＣｏＣｏバス・ミニ（野川・七軒家循環）の本格運行

について  

 ⑵  ＣｏＣｏバス・ミニのスクールバスへの車両の活用に

ついて  

 ⑶  その他  

   今後（平成２２年度）の予定  

会 議 結 果  
次回会議で、野川・七軒家循環の本格運行に向けた乗り残し

の対策について審議する。  

 

発言内容・  

発言者名（主

な発言要旨） 

 

 

 

 

 

 

議題⑴   ＣｏＣｏバス・ミニ（野川・七軒家循環）の本格

運行について  

 

Ａ委員   リフトについて、収容方法等を説明してほしい。  

市    リフトについては、車椅子ごと収容可能である。  

ただし、車椅子を収容すると席数が２席分減る。リ

フトを利用する際は乗務員が手伝う。  

 



 

 

 

 

発言内容・  

発言者名（主

な発言要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ委員   今までに、車椅子の利用等で事故が起きたことは

あるか。   

市     運行開始以来、車椅子の利用者がいない。利用促

進の一環で、車椅子の方々に利用を呼びかけたこと

はある。事故については、試験運行中なので細心の

注意を払うように指導している。  

 

Ａ委員   他に問題はあるか。  

市     中前橋南停留所に乗車待ちの人々が並ぶために、

停留所前の家の出入りに支障をきたしている。この

ため、市としては停留所の移設を検討しているが、

移設先の近隣住民の協力を得られない。  

 

Ｇ委員   当社は福祉タクシーもやっているので、車椅子の

取り扱い等については、乗務員に研修を課している。

運行については、１０～２０㎞の速度厳守を徹底し

ている。市への要望としては、カーブミラーをつけ

てほしい箇所がある。  

 

Ｂ委員   循環名・停留所名をわかりやすい名称にすれば、

観光としての特色をさらに出せるのではないか。  

市     循環名の七軒家は、昔からの名残りがあり地域の

人々に親しまれている。市外へのアピールについて

は、駅前に大きい案内版を設けるような構想がある。 

 

Ｃ委員   事故が起きた時のつくばの対応について教えてほ

しい。予備車専用の乗務員というのは、常時待機し

ているのか。  

Ｇ委員   予備車専用の乗務員はいないが、事務所には二種

免許証所有の社員が常時いるので、緊急時の対応は

できる。  

 

Ｄ委員   乗り残しが慢性化したことで、利用を諦めている

人がいると聞いたことがある。市ではどう思ってい

るのか。  

市     南口に停留所移設直後は、乗り残しに関するクレ

ームが多々あったが、夏場以降そういった声が尐な

くなってきた。Ｄ委員の発言通り、諦めている利用

者が潜在的に多いと感じる。  

 

Ａ委員   起点での時間調整を縮めて、もう尐し便数を増や

せないのか。  

市     時刻表を煩雑化することはできないので、現行ル

ートの見直しを優先課題としたい。  



 

 

 

 

発言内容・  

発言者名（主

な発言要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ委員   野川・七軒家循環は潜在的な利用者が多いので、

需要に見合った運賃の値上げを検討してみてはどう

か。本格運行へと移行する時期なので、運賃も変更

しやすいと思う。  

市     市長の方針として、ＣｏＣｏバスは市民が利用し

やすいようにワンコイン（１００円）を特色にして

いるので、運賃の値上げは考えていない。乗り残し

問題の解決は、運行ルートの見直しといった視点か

ら取り組みたいと考えている。  

 

Ｅ委員   乗客が立てるスペースを設けることはできないの

か。  

会長    乗車定員２０人以下で座席を排除できる車両は、

自動車業界を見ても市場に出回っていない。現時点

で、ハイエースは妥当な選択である。  

 

Ｆ委員   本格運行後に、運行時間の変更等があった場合は

どうするのか。  

Ｈ委員   本格運行後に運行時間の変更等があった場合で

も、規定の手順を踏めば問題ない。ただし、変更等

がある際、委員通知は必須である。  

 

Ｆ委員   ７月以降、本格運行に移行するのであれば、現時

点で抱えている問題は解決すべきでないか。それが

試験運行の意義である。  

市     野川・七軒家循環は、運行開始前の予想をはるか

に超える利用者数で需要度が高く、もはや運行自体

を止めるわけにはいかない。市としては、本格運行

への移行を第一と考えている。現時点で表面化して

いる乗り残し問題については、平成２２年度に市民

意向調査を行うので、その調査時に他の循環も含め

て問題を整理したい。  

 

会長    事務局は、本日の会議で合意を得たいということ

か。  

市     ７月３１日までが試験運行のため、５月の連休前

までには申請を行いたい。よって、本日の会議で委

員皆様方の合意を得たい。          

 

会長    しかし、現時点で表面化している乗り残しの問題

をさしおいて、本格運行へ移行するのはどうかと思

う。市の要望を踏まえ、本日中に同意の是非は問う

が、連休前に再度会議を開いて、乗り残しの対策に



 

 

 

 

発言内容・  

発言者名（主

な発言要旨） 

 

ついて明確な案を出すのはどうか。  

市     わかりました。では、４月中に再度会議を開きま

す。  

 

会長    それでは、野川・七軒家循環の本格運行への決議

をいたします。  

各委員  （満場一致で合意。）  

 

議題⑵   ＣｏＣｏバス・ミニのスクールバスへの車両の活

用について  

 

市     小金井市立小金井第一小学校の特別支援学級の児

童を対象に、スクールバスを毎朝運行しております。

登校する際の安全確保を目的とした送迎です。しか

し、収容乗車人数の限界から児童を一度に送迎でき

ない問題を抱えております。よって、一方の児童は

登校時間が早く、他方の児童は登校時間が遅いとい

う両極端の状況が生まれているのです。こうした背

景から、今回私共は登校時間の改善を目的に、Ｃｏ

Ｃｏバス・ミニを有効活用したいと考えております。

なお、業者選定は競争入札の方式で行いますので、

必ずしもＣｏＣｏバス・ミニの運行事業者であるつ

くば観光㈱が選ばれるとは限りませんので、ご了承

下さい。  

Ｉ委員   競争入札であるのに、ここで審議をする意味があ

るのか。ＣｏＣｏバス・ミニを使用する前提がない

以上、ここで同意を得て競争入札の流れに運ぶのは

筋としておかしい。そもそも、すでにＣｏＣｏバス・

ミニを所有しているつくば観光㈱に有利な競争入札

ではないのか。  

 

Ｊ委員   つくば観光㈱の主導で、こうした提案をしている

のであれば、競争入札であってもこの場で審議する

価値がある。しかし、今回は小金井市の主導であり、

競争入 札を 管理す る立場 がこ うした 行動を とる の

は、やはりおかしい。  

 

Ｋ委員   現在、児童を乗せているのは、どこの業者なのか。 

 

市     十全交通㈱が運行しております。  

 

Ｍ委員   私共も、コミュニティバスを運営しているが、今

回のＣｏＣｏバス・ミニを特例として扱っていただ

きたい。有効活用という名目があったとしても、運



行事業者の立場から言えば、なんでも協力できると

いう認識は持ってほしくない。  

 

会長    Ｉ委員の発言通り、ここで審議をする段階ではな

い。まずは、事務局側で入札方法の変更等を含めた

検討をお願いしたい。  

 

市     わかりました。入札方法等含め再検討いたします。 

 

 

提 出 資 料  

 

⑴武蔵小金井駅南口タクシー乗車場移設のお知らせ  

⑵バスルート図  

⑶月別／時間帯別／停留所別  積み残し客数及び回数の状況  

⑷市報こがねい  平成２２年１月１日号  

⑸野川・七軒家循環の本格運行について  

⑹スクールバス運行委託その２  仕様書  

そ の 他 次回、乗り残しの問題について、市の対策案を提出する。  

 


